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夜間における運転者の視認性の研究＊
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１．まえがき

霧の中での自動車事故は，欧米各地で発生しているように，何十台，百数十台にもおよぶ大事故が多く，死

者，負傷者の数も多い。日本においては，霧による自動車事故の件数は必ずしも多くはないが，近年，高速道

路の完成や建設も多く，それとともに，霧の多発する山間部，内陸部を走る道路も増えつつあり，事故の可能

性は増大しつつある。一方，自動車事故の原因が，視覚による'盾報不足，それによる判断の遅延や誤りよるも

のが多いので，霧による運転者の視認'性の低下は，高速道路では，何十台にもおよぶ多重衝突の大事故になる

ことが考えられろ。国内外において，そのような研究報告はいくつかあるが，実際の事故防止対策に十分役立

っていろと思われない。

本研究では霧の中での運転者の視認性の傾向を知るために，自動車前方の尾灯や道路標識の距離判断や見え

方の評価をしらべ，その結果を考察し，同時に，霧中での多重衝突事故の運動力学的解析を行ない，今後，予

想される多重衝突事故の防止対策の資料とせんことを目的とする。

霧の中での運転者の前方の対象物の距離判断と見え方の評価の傾向を知るためには，無霧状態での傾向を知

る必要がある。本報告は晴天の夜間の無霧状態での自動車の尾灯にみなした模擬尾灯と道路標識にみなした模

擬標識に対する運転者の距離判断と見え方の評価を求めたものである。

２．実験方法

霧の中での運転者の距離判断および見え方の評価を求める場合，霧発生の予測，不安定さ，多発地

の選択等，困難なことが多い。そのために過去，模擬霧（発煙剤とドライアイスの混合）にて，シミ

ュレーション実験を行ない，自然霧での実験結果との相関の検討を行なった。しかし，シミュレーシ

ョン実験が困難な上に，自然霧との明確な相関関係がみいだされなかった。そのために，困難ではあ

るが，自然霧中において，距離判断と見え方の評価の測定を行なうことにした。

霧の中での距離判断および見え方の評価の傾向を検討するためには，無霧状態での傾向を知る必要

がある。そのためにまず，第一段階として無霧状態での運転者の距離判断および見え方の評価の測定

を行なった。これを行なう場合，測定場所としては，両測定とも背景の条件が大きな影響を与えるも

のと考え，霧の中で測定する場合と同じ場所にする必要がある。そのために霧多発地であり，測定可
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２

能な平坦な面積を有する測定場所として，奈良県大台ケ原山上の駐車場を使用した。

実験方法はTable､１のごとく，実験Ｉ，実験１，実験Ⅲに分け，実験結果の解析とともに，今後の

実験のために，実験方法の検討も行なった。

Tableユ実験方法
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Fig.１実験概要因

２．１距離判断

実験はFig.１に示すどとく，夜間，一切の外部照明がない状態で，被験者乗車の自動車の前照灯

を点灯させて行なった。模擬道路標識および自動車の模擬尾灯は，実験Ｉでは50ｍから１０Ｍの間を

１伽および２伽間隔，実験ⅢではＯ川から１０Ｍの間を５机間隔で，それぞれランダムに提示させ，

被験者前方の模擬道路標識あるいは模擬尾灯までの距離を判断させた。

２．２見え方の評価

実験は距離判断と同じくFig.１に示す実験装置を使用し,夜間，一切の外部照明のない状態で行なっ

た。被験者乗車の自動車の前照灯を点灯ざTable､２見えの評価基準

せ，模擬道路標識および自動車の模擬尾灯

を，実験Ｉでは100"zから５〃zまで、z間

隔で（下降系列)，実験Ⅲでは自動車前方，

０伽から１００”の間を５伽間隔でランダム

に提示させた。そして，模擬道路標識ある

いは模擬尾灯の見え方の評価をTable､２

の基準で被験者に判断させた。

上述したごとく，実験中の背景は一定であると同時に，距離判断および見え方の評価に影響を与え

2i澪除外す…に，外部照明の一切ない夜間に行ないⅧ照明は被験者の乗った車の前照灯のみ
ざは現状の自動車の尾灯，および道路標識
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それに近い面積100〃，輝度Ｍｚ前方で８

cd/〃とした．高さおよび尾灯間隔はそれぞれ，１．１腕，1.2伽とした。

色，形状はTable､３の各組合せの種類とした。ただし，色は白色光源を各プラスチック色フイル

実醗Ｚ 萸騎O的 H獅橡物 実験条件 被験甘 記;紡法

実
験
Ｉ 距離判断 棋擬尾灯

'''1定区間５０ｍ～100ｍ

從示間隔１ｍと２ｍ

提示方法ランダム

６名

記
録
希
記
録

火
験
Ⅱ >iLえ力の評Mil:I|断

模擬尾灯

模擬道路標識

'''１定区間０ｍ～100ｍ

提示間隔５ｍ

提示方法下降系列

３名

被
験
者
記
録

災
験
川

距離判IIT

見え方の評I1Ri判lｌｌｒ

槙擬尾灯

模擬j縦標識

１１１'|定区ｉｉＯｍ～lOOm

拠示１Ｍ隅５ｍ

提示方法ランダム

３名

被
験
肴
記
録

評価値 見え方の評価基準

６
５
４
３
２
１
０

まぶしさを感じる

非常によく見える(形状をはっきり確認）

よく見える(形状を確認）

見える(形状をぼんやり確認）

兄えにくい(存在を確認）

非常に兄えにくい(存在をぼんやり確認）

兄えない



３

３．２模擬道路標識

現状の道路標識の面積を測定し，それに近い面積2000剛とした。材料には合板を用い塗料にはラッ

カーを使用し，３～４回重ね塗装し，表面の凹凸をできるかぎり少なくした。中心点の高さは地上か

色，形状はTable､４の各組合せ12種類

撹蕊鰯:ご;＞〈愛〉
ていろと考え，本大学学生で年令22才から

23才，裸眼あるいは矯正視力０．８以上運転

歴２年以上の男子７名とした。詳細は

Table,５に示す。

３．４前照灯

本実験において，模擬尾灯，模擬道路標

識を照明するものは前照灯のみであるため

，非常に重要な要素をなす。使用した前照

灯は４灯式であり，スクリーン式主光軸測

定器およびエーマで，ローピーム，ハイビ

照命翠

１５１５Ⅱ３’１－１ケⅡ

■｡■■１０，０Ⅱ２',４ケ１１
回２０２０裸眼５１４ケⅡ

１５１５裸眼４句２ケ)］

ＥＯ７08３」i－８ケ）ｊ

1５１５；３１４ケ）Ｉ

ＯＤ１０↓２１１６ケ）］
－ムの主光軸を調整すると同時に輝度の点［

検も行なった。なお実験は，前照灯がロービーム，も行なった。なお実験は，前照灯がロービーム，ハイビームのそれぞれの点灯の場合を行なった。

４．実験結果

以上の実験方法，実験条件より求めた結果を，距離判断，見え方の評価に分けて示す。
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Fig.２距離判断一模擬尾灯一Ａグループ

被験者
視力

左 右 状態
運転歴

Ａ 1．５ 1．５ 裸眼 3年１ケ月

Ｂ 1．０ 1．０ 矯正 2年４ケ月

Ｃ ２．０ 2.0 裸眼 5年４ケ月

， １．５ 1．５ 裸眼 ４年２ケ月

Ｅ ０．７ 0.8 裸眼 ３年８ケ月

Ｆ 1．５ 1．５ 裸眼 3年４ケⅡ

０．９ 1．０ 裸眼 ２年６ケ月
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なお，グラフ上で掲載している結果も含

めたすべての実験結果を表にまとめた。

４．１距離判断

実験Ｉで求めた結果の例をFig.２～Fig.

４に示す。実験Ｈで求めた結果の例をＦｉｇ．

5～Fig.１０に示す。縦軸を判断距離，横軸

を真距離とする。図中に最小二乗法で求め

た回居直線を図中に太線で示した｡ただし，

Fig.９，１０は霧発生時のときのものであ

る。

Table､６，Table､７は実験Ｈのすべての実

験結果の回帰直線を表わしたものである。

Table,６の中の青色の正方形と正三角形の

模擬尾灯は,霧中にあるときの結果を示す。
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Fig.１０距離判断一模擬尾灯一霧発生時

Table､６実験Ｎによる距離判断（模擬尾灯） Table,７実験mによる距離判断（模擬標識）

升透過率２１％～51％

＊＊透過率２７％～66％

４．２見え方の評価

実験N[で求めた結果の例をFig.１１～Fig.１４に示す。実験Ⅲで求めた結果の例をFig.１５～Fig.１８に
示す。縦軸を評価判断，横軸を真距離とする。

また，距離判断の場合と同様，最小二乗法で求めた回帰直線を図中に示した。
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ｙ＝０．０９７＋０．９９１ェ

zノー－０．０１１＋０．９６４刀

ｙ＝０．０８２＋１．０２７兀

zノー－０．０６４＋１．０１３工

ｙ＝０．０３６＋０．９６６工

ツー0.110＋０．９９８勿

ｙ＝－０．０４４＋０．９８６ェ

Zノ ＝－０．２９８＋１．０３０刀

ｇ＝－０．１４９＋１．０１９ェ

ハイ

ビーム

|f］

黄

赤

青

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

Iリ形

正三角形

正方形

I'］形

正三角形

正方形

zノー－０．１４４＋０．９７５元

ｙ＝０．００８＋０．９６８工

zノー－０．０１３＋０．９７０ェ

zノー－０．１４５＋０．９７２ェ

Zノ ＝０．１７１＋０．８９７兀

zノー0.259＋０．９６０ェ

zノー－０．０８３＋０．９７３正

ｙ＝－０．０９５＋０．９７８ェ

ツー０．０９４＋０．９６３兀

ｙ＝－０．０７７＋0.959工

ツー－０．１０７＋０．９６９ェ

zノー－０．１３７＋１．００９工

■●●

状

11((代
0￣

〕

尚Ｅ
ｐＬ－､

色 形状 回帰 線

ロ－

ビーム

戯

赤

青

P］形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

ｙ ＝－０．０９７＋１．０７０工

９ ＝０．００２＋１．００２工

Zノ ＝－０．０４４＋１．０３２ヱ

zノー－２．８５１＋１．０６５工

ｙ ＝－０．６３０＋１．００１〃

zノー－０．０３３＋１．０１３苑

ｖ＝－０．０２７＋１．０１６ェ

zノー-0.059＋1.041工霧苑'|ﾐ米

Zノ ＝-0.081＋1.048Ｚ霧発f'三来米

ハイ

ビーム

黄

赤

､図全＆

１J

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

zノー－０．１８０＋１．０３０宛

〃＝－０．１４０＋１．０１０〃

ｙ ＝０．２３０＋０．９４０ェ

ｙ ＝０．０９４＋０．９４０ェ

ヅ ＝－０．０６０＋１．０００兀

ｙ＝０．１１８＋０．９４０兀

ｙ＝－０．０６７＋１．０１６工

ｙ＝０．０００＋１．０１２工

ｙ＝－０．１７０＋１．０１４ェ
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Fig.１７見え方の評価一模擬標識一実験ⅢFig.１８見え方の評価一模擬標識一実験Ｈ

Table､８，Table､９は実験ｌの実験結果の回帰直線を，Table､１０，Table､１１は実験Ｈの実験結果

の回帰直線をそれぞれまとめて表わしたものである。Table､１０のローピーム点灯下での青色の模擬

尾灯の正三角形と正方形のときの結果は，霧発生時のときのものである。
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Table､９実験Ｘによる見えの評価（模擬標識）Table､８実験Ｉによる見えの評価（模擬尾灯）

}し「
Table,１０実験mによる見えの評価（模擬尾灯） Ｔａｂｌｅ〕､１１実験H1

liiJ
とよる見えの評価（模擬標識）

lLj
＊透過率２１％～51％

＊＊透過率２７％～66％

灯
態

昭皿
前
状

色 形状 回帰直線

ロ_

ビーム

白

黄

赤

青

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

ｙ ＝５．６７４－０．０５４好

ｙ ＝５．８４４－０．０５５ヱ

Zノ ＝５．８３２－０．０５７尤

ｙ ＝５．３３２－０．０５３勿

９ ＝５．６０５－０．０５５Jと

ｙ ＝５．５１９－０．０５１〃

ソ ＝４．２９０－０．０４９匁

９ ＝５．２８７－０．０６０〃

ｙ ＝５．５０７－０．０６６．Ｆ

Zノ ＝４．７０１－０．０５５兀

ｙ ＝５．３２１－０．０６０．６

ｙ ＝５．５６８－０．０６４ェ

ハイ

ビーム

白

黄

赤

､弓$そ

I】

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

方形

ソ ＝６．４５７－０．０１９ェ

ｙ ＝６．７０９－０．０２４ヱ

Zノ ＝６．４５６－０．０１６妬

Zノ ＝６．７４４－０．０２９兀

ソ ＝６．５５０－０．０２６兀

Zノ ＝６．６１７－０．０２１匁

Zノ ＝６．６０６－０．０３４〃

９ ＝６．５６０－０．０３２万

Zノ ＝６．９０４－０．０３２妬

ｙ ＝６．７００－０．０３８J［

Zノ ＝７．０９３－０．０３５ェ

ｙ ＝６．６１６－０．０２２尤

前照灯

状 hiE
du二、

色 形状 回帰直線

ロ_

ビーム

黄

赤

青

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

方形

P］形

正三角形

正方形

ｙ ＝６．３５８－０．０５３刀

〃 ＝５．１１０－００３７．６

Zノ ＝５．１００－０．０３７工

Zノ ＝４．８５１－０．０３１匁

Zノ ＝４．３９１－０．０３２勿

ソ ＝４．１１７－０．０３１兀

Zノ ＝５．５９０－０．０４２元

ｙ ＝５．５４３－０．０４２工

９ ＝５．３７８－０．０４１工

ハイ

ビーム

黄

赤

ミオエ

同

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

円形

三角形

正方形

９ ＝６．１４０－０．０５０ェ

Zノ ＝５．４６３－０．０４２JZ

Zノ ＝５．２２２－０．０３９工

Zノ ＝５．１７３－０．０３８元

り ＝５．２５９－０．０４１〃

９ ＝４．７７３－０．０３３〃

Zノ ＝４．８５５－０．０３７工

Zノ ＝４．７２７－０．０３５匁

〃 ＝４．７２７－０．０３５ェ

1iii1lM灯

状 有ヒ
ゲl:ザ､

色 形状 帰直線

ロ~

ビーム

黄

赤

青

円形

正三角形

方形

''１形

正三角形

方形

形

－’
１ 三角形

11 方形

Zノ ＝４．９４２－０．０２５〃

リ ＝５．０８１－０．０２６ヱ

ｙ ＝５．１１４－０．０２７〃

Zノ ＝４．８０５－０．０２３尤

ｙ ＝４．９１６－０．０２３勿

Zノ ＝５．１３６－０．０２６〃

Zノ ＝４．３６７－０．０１８元

Zノ ＝4.856-0.041尤霧発生米

Zノ ＝4.411-0.029工霧発生来来

ハイ

ビーム

黄

赤

=』弓＆

Ｉｊ

|'］形

I｝ 三角形

I｝ 力形

P］形

正三角形

方形

'1１形

1［ 三角形

｣｝ 方形

Zノ ＝５．２２２－０．０２２ェ

Zノ ＝５．４１３－０．０２５〃

Zノ ＝５．５１８－０．０２７兀

Zノ ＝５．２１０－０．０１７ヱ

Zノ ＝５．３２５－０．０２３〃

Zノ ＝５．２６５－０．０１９〃

Zノ ＝５．３７７－０．０２４ェ

Zノ ＝５．３３８－０．０２２工

Zノ ＝５．１８６－０．０２１J［

灯
態

照前
状

色 形状 回帰直線

ロ－

ビーム

｢１

黄

赤

青

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

Zノ ＝５．２９８－０．０１９工

Zノ ＝５．７３３－０．０３３兀

Zノ ＝５．５７９－０．０３４〃

Zノ ＝５．３７５－０．０１８妬

Zノ ＝５．６８３－０．０２７工

Zノ ＝５．６７９－０．０２５jｒ

９ ＝５．８４０－０．０４８瓦

９ ＝５．７２８－０．０３１兀

Zノ ＝５．５０３－０．０３７ヱ

Zノ ＝５．４７５－０．０３０兀

Zノ ＝５．７９３－０．０４２妬

Zノ ＝５．５６５－０．０３９元

ハイ

ビーム

曰

菰

赤

青

円形

正三角形

正方形

円形

正三角形

正方形

''１形

－－
１

三角形

－｜
Ｉ

方形

円形

三角形

正方形

ｙ ＝５．２７３－０．００９ェ

Zノ ＝５．４６７－０．０１５尤

Zノ ＝５．０７１－０．０１１妬

Zノ ＝５．４４０－０．０１６ヱ

ｙ ＝５．４１２－０．０１２苑

Zノ ＝５．７２４－０．０１９兀

ｙ ＝６．０１０－０．０２５兀

〃 ＝５．３４３－０．０１３戈

Zノ ＝５．３３０－０．０１２兀

Zノ ＝５．６０３－０．０２１兀

９ ＝５．３９３－０．０１７ぇ

９ ＝５．６６８－０．０２２勿
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5．実験結果の解析Table､１２実験Ｉの実験条件

実験グループ
５．１距離判断

5.1.1実験１－模擬尾灯

この実験は，距離判断の実験方法の検討

のために行なった。この実験結果より，そ

の傾向は３つのグループに分けられろ。

（Table,１２）

このように，被験者が，上限，下限を知

っているか知らないかによって，判断に影

響を与えることがあきらかである。Ａグル

ープの回帰直線は，対角線の下にあり，Ｂ

グループは，対角線を横切り，Ｃグループ

は対角線の上にある。

５．１．２実験Ｈ

恩住Ｚ士,ｍＨ目FIIj呂

ＦＨ議豈舌I土一卜限１００ｍ＿下腿

模擬尾灯一最小二乗法でもとめた回帰直線Ｙ＝ａＸ＋ｂは，色，形状に関係なく，ほぼ正確に判断

していろ。ａ，ｂの両係数の最大値，最小

値は，

最大値最小値

ａ＝１．０７０．９４

ｂ＝０．２３－２．８５

である。これらの係数を組み合わせた次式

の中に，Ｆｉｇｌ９のように，すべての回帰

直線が納まる。

Ｙ＝０．９４Ｘ－２．８５

Ｙ＝１．０７Ｘ＋０．２３

これによると，全体的にわずかに過小評

価をしており，実際の距離よりも短い距離

として判断をしており，それだけ，前方に

対する注意力は大きく安全である。

模擬標識一回帰直線Ｙ＝ａＸ＋ｂは，

色，形状に関係なく，ほぼＹ＝Ｘに近く，

実際の距離を正しく判断していろ。ａ，ｂ

の最大値，最小値は，

最大値最小値

ａ＝１．０３０．９

ｂ＝０．２６－０．３O

これらの係数を組み合わせた次式の中に

Fig.２Oのようにすべての．回帰直線が納ま

る。

Ｙ＝０．９０Ｘ－０．３０

Ｙ＝１．０３Ｘ＋０．２６

模擬尾灯のときと同様に，わずか過小評

価傾向にあり,実際との距離の差は少ない。
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実験グループ 実験条件

Ａグループ

図２

ロー・ビームのときは、設定距離は

１ｍ間隔で、ランダムに提示。

ハイ・ビームのときは、設定距離は

２ｍ間隔で、ランダムに提示。

被験者は、上限100ｍと、下限５０ｍ

を知らない。

Ｂグループ

図３

。

ロー・ビーム、ハイ・ビームとも、

設定距離は２ｍ間隔でランダムに

提示。

被験者は上限１００ｍのみ知ってい

る ｡

Ｃグループ

図４

ロー・ビーム、ハイ・ビームとも設定

距離は２ｍ間隔でランダムに提示。

被験者は、上限１００ｍ、下限５０ｍ

とも知っている。



９

実験方法の検討一本実験において，提示距離がランダムである以外は，すべての条件は被験者に知

られていろ。そのために生じろ'慣れと期待の誤差をとりのぞくために，提示距離をランダムに行なっ

たが，それらの誤差を統制することが困難である。しかも，実験時間の制約から実験回数を多くはで

きず，今回のように被験者１人につき１回となる。そのために，人数を増やすことも考えられるが，

せいぜい時間的，経費的などより考えて５，６名どまりである。さらに，提示間隔が５加であるが，

これも必し６妥当な間隔とはいえず，今後検討を必要とする。

５．２見え方の評価

Fig.11～Fig.18の直線は最小二乗法にもとづいて描いた回帰直線である。この回帰直線と評価値３

(注)との交点の真距離以下は，評価値が３以上であるから，目視対象物の見え方として安全である。

評価値３のときの標準距離を安全視距離と考えることができる（Fig.２１)。Fig.２２～Fig.２９とTable、

13～Table､１６は，この安全視認距離を，色別，形状別にまとめたものである。

（注）ただし，実験Ｉにおいては，評価基準として，評価値２で「形状がぼんやり確認」という

指示を与えたため，評価値２のときの真距離を安全視認距離としていろ。
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Fig.２６安全視認距離一模擬尾灯一実験Ｉ
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TabIe､１４模擬尾灯の安全視認距離（形状別）

単位、

＊霧における安全視認距離（透過率Table､6参照）

Table､１５標識の安全視認距離（色別）単位、

久験７１１人人

一ヒームイヒームローヒームイヒーェ

）８１８１９７７４１１００

ＪＩ８０６７９８８１７１０１３

Ｈ力形７８６８１５８０３１０５５

１Ｊ８１７８１１９８１０５６

＊霧における安全視認距離(透過率21％～51％）

（透過率27％～66％）
＊＊ 〃

Table､１６模擬標識の安全視認距離（形状BU）単位、 5.2.1模擬尾灯の安全視認距離

Table､１３は，実験Ｈ，Ｈについて，色別に

安全視認距離をまとめたものである｡Table､１４

は形状別に安全視認距離をまとめたものである

両表には，霧発生時のときの，青色で三角形と

四角形の尾灯での安全視認距離も載せてある。

実験Ｉの結果をまとめろと，

①形状，色，前照灯の状態に関係なく，安全視認距離は約8Ｍzである。

実験Ⅲの結果をまとめろと，

ローピームは安全視認距離80〃に対して，ハイビームは105.6腕で25Ｗほどの差がある。

②形状による差はわずかである。

③ローピームとハイピームとも赤がよくみえろ。

④ハイビームでは，安全視認距離は赤＞青＞黄の順である。
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1１

⑤霧発生によってみら近くまで安全視認距離が減少していろ。

5.2.2模擬標識の安全視認距難

Table15は実験１，Nについて，色別に安全視認距離をみとめたものである。Table､１６は形状

別にまとめたものである。

実験Ｉの結果をまとめろと次のようになる。

①ハイピームはローピームの３倍近くの安全視認距離がある。

②ローピーム，ハイピームとも安全視認距離は臼＞黄＞青＞赤である。

③ローピームのとき，形状による差は少ないが，ハイビームのとき，正方形は異常に安全視認距離

が長い。

実験Ⅲの結果をまとめろと次のようになる。

①ハイピームのとき，ローピームの２倍近くの安全視認距離がある。

②形状別，前照灯状態によっての差は比較的小さい。

③色別において，白，黄が長く，赤，青は短かい。

５．２．３実験方法の検討

実験Ｉは，下降系列のみであるので，学習効果，疲労効果が考えられるので，上昇系列の実験も行

なうことによって，平均をもって値とすることができ，’慣れと期待の誤差が相殺できろ。５〃の提示

間隔は，実験時間の短縮も考慮して，出来るだけ間隔を小さくすることが好ましい。あるいは，ゆる

い速度で連続的に変化させる方法が好ましい。

実験Ｍでは，ランダム提示であるが，被験者に，'盾報を与えない点で好ましいが，’慣れと期待誤差

などの統制が，十分に行ない得ない。５”の提示間隔は，実験Ｉと同様に，間隔を小さくするが，連

続的に変化させるのが好ましい。

実験１，ｍの測定区間が100伽であるにもかかわらず，安全視認距離が100池以上のものがあるのは，

測定区間l0Mzの実験結果より導かれた回帰直線より演緯的に導ぴかれﾌﾟこものであるからである。

この結果が妥当であるかどうか，今後検討する必要がある。

６．まとめ

本実験は，霧の中における運転者の視認Ｉ性の研究のために，まず霧のない状態での視認I性をしらべ

たものである。同時に，その実験方法の検討も行なった。

距離判断のまとめ－実験Ｉ，Hの実験方法については，更に検討を必要とする。ただ，被験者の距

離判断は，実験方法の問題はともかくとして，かなり正確に判断していろ。

見え方の評価のまとめ－安全視認距離として算出し今後の，運動力学的解析を容易にした。そして，

実験１，mに共通することは，次のとおりである。まず，模擬尾灯については，

①形状，色による差は比較的少ない。

②ローピームのとき，いずれも安全視認距離は約80腕である。

模擬標識については次のとおりである。

①ハイピームはローピームの２～３倍の安全視認距離がある。

②形状による差は少ない。

③色別において，ローピーム，ハイピームとも白，黄が赤，青にくらべて安全視認距離が長い。

なお，本研究をまとめるにあたり，実験に参加していただいた，昭和52年度卒業研究生の秦豊吉，

藤井克己，西村隆司，小篠文男，山脇昭宏，安原一浪，丸山実の諸君の協力に感謝の意を表します。

実験地として，奈良県大台ケ原山上駐車場を使用させていただいた奈良県に厚くお礼申し上げます。

なお，本研究は，大阪産業大学産業研究所の特別研究費の援助による。
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